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●好天のなか カイニョの掃除● 

 ４月２日(土)午前中、砺波市秋元のＭさん宅でカイニョの掃除を行いました。市内のサクラが満

開を迎えるのどかな日和で、心地よい作業でした。参加した１０人の会員はそれぞれ持ち寄った熊

手や竹ぼうきで手際よく動いて２時間ほどで終了。家族の方が春になって一度は掃除され、特に前

庭あたりはきれいにされていたのでスンバを集める程度で済みました。回収した落ち葉は、近くの

田で燃やしたほか、会員が一部持ち帰りました。これは、畑の根切り虫対策と焼却灰を肥料として

焼き畑効果に期待するとのことでした。 

 Ｍさん宅は、市指定保存屋敷林に指定されているスギ中心のカイニョで、下枝が枝打ちされた２

０本余りのスギの高木が家の南から西面に配置されており、それが整然と２列に植えられていて樹

叢全体に活気がみなぎっており安定したカイニョを形成しています。下部にはツツジがたくさん入

り、南、西、北の３面には手入れの行き届いたヒサカキの生垣がカイニョを囲んでいます。前庭か

ら東南面には、カキ、モチ、マツ、カエデ、アオキが入り、地床のコケが美しいです。北角には、

モウソウチクが入り、コケ育成のため中木が一部伐採されていて明るく立体感のある屋敷林で、人

と深く関係している形が見えます。カイニョとの付き合い方の見本となるパイオニアです。 

 当日の活動の様子を、北日本、富山、北陸中日の３紙が取材し、翌日大きく報道されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掃除の様子 

                                           

作業の様子 

 

 

 

 

 

■総会案内■ 

□日時 平成２８年 ５月２２日（日） 午後１時３０分から 

□場所 旧中嶋家（チューリップ公園内） 

□議案 ・平成２７年度事業と会計報告  ・平成２８年度事業計画案 

●講演会 （総会後）   ○講演者 天野一男（当倶楽部事務局長）  

○ 演題 「１７年間の活動の成果と問題提起」  意見交換会を予定しています 

 

▲一人暮らしのお宅のカイニョに手を－支援隊２５名 汗

をかく▲ 

 カイニョお手入れ支援隊（松田 憲・代表）の２５名が、４月１３日 大井 武宅（鷹栖）の

カイニョの伐採・整枝・敷地内枝葉の除去等を行った。カイニョ倶楽部からも２人が手伝った。 

 大井宅のカイニョは、スギ中心にケヤキ・エノキ・カキ・タイサンボク等の高木とカエデ・モ

チ・ツバキ・サワラの中木の下にアオキ・ヒサカキが多数成立。風通しが悪くなって「なんとか

してほしい」との依頼を受け支援を行った。 

 当日の作業は、高木の枝おろし班４人とその手もと、中低木整枝班５人、道路まで運び出しト

ラック２台と軽トラ１台がクリンセンターまで運搬（延２３台）をそれぞれ分担。さわやかな汗

を背に感じ、午後４時に終わった。 

手がけたのはスギ枝おろし１１本、高木伐採７本、サワラ・マツ・タイサンボク・モチ等の整

枝１５本、多数の中低木を整理した。母屋のうしろ、表場のスンバ除去、屋根の掃除も行った。 
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すっきりした屋敷にふれ、大井さんは「大変よいこと                      

をしていただいた。一人ではどうにもならず困っていた。 

感謝・感謝」と言葉を。解散時丁度風がおさまり、 

小雨が落ちてきた。それぞれ満足感を胸に帰途に 

ついた。 

大井さんの喜び以上に、カイニョがよろこんでいて 

次代につながる誇れる「こうりやく」だった。       支援隊の作業の様子（高所作業の

枝おろし） 

 



 

 

 

 


